
東
広
島
市
に
平
賀
氏
の
事
跡
を
探
る

神
辺
城
、
弓
矢
の
対
決
の
真
偽

平
賀
氏
の
歴
代
の
中
で
、
私
が
知

っ
て
い
る
の
は
平
賀
隆
宗
だ
け
で
あ
る
。
知

っ

て
い
る
、
と
い
っ
て
も
、
天
文

一
八
年

（
一
五
四
九
）
大
内
方
の
武
将
と
し
て
、
敵

の
尼
子
氏
に
味
方
し
た
山
名
理
興
の
守
る
備
後
国
の
神
辺
城
を
攻
略
し
、
大
内
氏
と

そ
れ
に
続
く
毛
利
氏
の
備
後

・
備
中
制
覇
に
大
き
く
道
を
開
い
た
事
跡
に
つ
い
て
の

み
で
あ
っ
て
、
隆
宗

一
族
の
所
領
や
系
図
等
に
つ
い
て
は
余
り
知
識
は
な
い
の
で
あ

Ｚつ
。そ

こ
で
ま
ず
、
私
が
関
心
を
持

っ
た
神
辺
城

の
攻
防
戦
か
ら
記
し
て
み
る
。

事
は
天
文

一
一
年

（
一
五
四
二
）
、
大
内
義
隆
が
大
挙
し
て
敵
の
尼
子
氏
の
本
拠

地
、
出
雲
の
富
田
城
を
攻
撃
し
た
時
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
前
々
年
の
天
文
九
年

（
一
五
四
〇
）
、
尼
子
晴
久
が
三
万
の
大
軍
を
以
て
大
内
方
の
毛
利
氏
の
本
拠
地
、

郡
山
城
を
攻
撃
し
た
が
、
遂
に
破
れ
て
出
雲
に
逃
げ
戻

っ
た
時
、
そ
れ
ま
で
日
和
見

を
し
て
い
た
石
見
、
出
雲
、
安
芸
、
備
後
の
中
小
豪
族
、
十
三
氏
が
大
内
氏
に
味
方

し
て
「
尼
子
氏
撃
滅
の
好
機
会

」
と
、
大
内
氏
の
重
臣
達
に
進
言
し
た
か
ら
で
あ
っ

た
。と

こ
ろ
が
、
天

の
時
未
だ
到
ら
ず
、
攻
め
あ
ぐ
む
う
ち
、
先

の
十
三
氏
が
今
度
は

尼
子
方

に
寝
返

っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
辺
り
が
戦
国
武
士

の
本
領
な
の
で
あ
る
。
大

内
軍
は
散
々
に
破
れ
、
義
孝

の
後
継
予
定
者
、
晴
持
を
始
め
、
小
早
川
家
当
主

の
正

平
等
々
多
く
の
犠
牲
者
を
出

し
た
の
で
あ

っ
た
。
天
文

一
二
年

（
一
五
四
三
）

五
月

の
事

で
あ
る
。

そ
の
上
、
寝
返
り
の
首
謀
者
、
山
名
理
興

は
さ

っ
そ
く
尼
子
方
と
し
て
動
き
始
め
、

翌
六
月

に
は
安
芸

の
小
早
川
氏

の
領
地

に
ま
で
攻
め
込
ん
で
き
た
。
そ
こ
で
、
大
内

氏
は
弘
中

・
毛
利

・
小
早
川

・
平
賀

の
各
氏

に
命
じ
て
防
戦

し
、
進
ん
で
山
名
理
興

の
本
拠
、
備
後

の
神
辺
城
を
囲
み
攻
撃
し
た
が
、
落
城

せ
ず
、
戦
線
は
膠
着
し
た
ま

ま
六
年
間
が
過
ぎ
て
天
文

一
八
年

（
一
五
四
九
）
を
迎
え
た
の
で
あ

っ
た
。

そ
の
四
月
、
平
賀
隆
宗
は
大
内
氏

に
「
山
名
理
興

に
は
秘

機
が
あ
る
の
で
、
我
が

一
党

に
攻
撃
を
任
せ
て
頂
き
た
い
」
と
願
い
出

て
許
し
を
受
け
、
同
九
月
遂
に
攻
略

に
成
功
し
た
の
で
あ
る

（
『
大
内
氏
実
録
』
）
。

し
か
し
、
こ
の
栄
誉
を
受
く
べ
き
平
賀
隆
宗
は

『
平
賀
家
家
譜
』
に
よ
る
と
、
七

月
頃
す
で
に
病
死
し
て
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

『
福
山
市
史
』
を
始
め
現
代

の
諸
書
は
、
そ
こ
の
所
を

「
家
臣

た
ち
が
遺
志
を
継

い
で
激

し
く
攻
撃
し
た
の
で
…
…

」
と
常
識
的
に
記
し
て
い
る
が
、
私
は
も
う
ひ
と

つ
の
説

『
陰
徳
太
平
記
』
及
び

『
西
備
名
匠
』
等

の
記
述
が
心
に
浮
か
び
上
が
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

小
　
島

裟
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天
文

一
八
年

（
そ
の
年
）
、
平
賀
隆
宗

は
書
を
以
て
「
血
斗

」
を
申

し
入
れ

「
理

興
は
矢

二
箭
を
射
、
隆
宗
は
甲
胃

に
て
こ
れ
を
受
け
る
、
隆
宗
死
す
れ
ば
我
が
軍

兵

を
安

芸

に
戻

す
。

理
興
射
外
せ
ば
開
城
せ
よ

」
と
宣
誓
し
た
。
弓

の
名
手
で

あ
る
理
興
は
こ
れ
を
受
け
て
、
月
明
り
の
夜
、
城

の
尾
崎

で
六
〇
間

（
一
〇
〇

ｍ

余
り
）
を
隔
て
、

二
人
は
対
峠
し
た
。
理
興
の
第

一
矢
は
見
事
隆
宗

の
胴
に
命
中

し
た
が
、
雁
又
の
矢
先
が
刀
と
当

っ
て
軽
傷
で
済
ん
だ
。
第

二
矢
は
兜

の
頂
き
に

当

っ
て
跳
ね
て
し
ま

っ
た
。
隆
宗
は
勝
利
を
宣
言
し
、
理
興
は
約
定
に
従

っ
て
出

雲

に
去

っ
た
。

と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
も
う

一
つ
、
日
黒
秋
光
と
い
う
出
雲
武
士
の
件
が
か
ら

む
。秋

光
は
尼
子
晴
久
か
ら
理
興
救
援
を
命
ぜ
ら
れ
、
兵
士
五
百
人
を
連
れ
て
出
雲
を

出
発
し
た
が
、
途
中
で
理
興

に
出
会

い
、
事
情
を
知
る
と
憤
憩
に
絶
え
ず

「
主
君

に
必
ず
勝

つ
、
と
広
言
し
た
の
で
出
雲

に
は
戻
れ
な
い
。
神
辺
城
で
武
士

の
意
地

を
示
す

」
と
、
只

一
人
平
賀

の
陣

に
到

っ
て
検
便
を
頼
み
、
城
下

の
禅
寺

に
入

っ

て
切
腹
し
た
。

と
あ
り
、
そ
の
墓
が
今
も
神
辺
の
龍
泉
寺

に
残

っ
て
い
る
、
と
記
し
て
あ
る
。

こ
の
ふ
た

つ
の
挿
話
は
何
を
物
語
る
の
で
あ
ろ
う
か
…
…
。
余
り
に
も
講
談
じ
み

た
筋
書
か
ら
か
、
ま
た
は

『
平
賀
家
譜
』
を
絶
対
視
す
る
た
め
か

（私
も
そ
う
で
あ

っ
た
が
）
、
現
代

の
歴
史
書
が
俗
説
と
し
て
無
視
す
る
こ
の
物
語

に
は
、
事
実

の
か

け
ら
も
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
―
。
私

に
は
ど
う
し
て
も
そ
う
と
は
思
え
な
い
所
が
出

て
来

た
。
そ
こ
を
少
し
掘
り
下
げ

て
み
た
い
。

一
、
日
黒
秋
光

の
件

で
あ
る
。

彼

の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
神
辺
町

の
龍
泉
寺

に
現
存
す
る
。
こ
ご
め
石

製

で
、
幅
約
九
〇

御
、
高
さ
約
八
〇

御
、
元
は
石
屋
根
や
石
一罪
の
付

い
た
、

「
く
ど
墓

」
と

い
わ
れ
る
形
式

の
立
派
な
墓
で
あ
る
。
出
雲
か
ら
特
別
供
養

に
遣
わ
さ
れ
た
と
い
う
僧

の
碑
も
あ
る
。
初
め
会
下
谷
に
あ

っ
た
が
、
福
島

家

の
時
、
寺

の
移
転
と
共

に
現
在
地

に
移
し
た
そ
う
だ
。
当
時
か
ら
秋
光

の

墓
と
し
て
有
名
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
黒
秋
光
は
実
在
し
、
確
か
に
切
腹

し
た
の
で
あ
る
。

二
、
神
辺
城
は
堅
城
で
あ

っ
た
。

各
資
料

に
よ
れ
ば
、
天
文

一
二
年

（
一
五
四
三
）
以
降
、
大
内
連
合
軍

の
数

度

の
猛
攻
、
総
攻
撃

に
六
年
間
も
耐
え
抜
き
、
そ
の
間
、
天
文

一
六
年

（
一

五
四
七
）

に
は
坪
生
要
害
等
の
外
部
を
失

っ
た
後
も
二
年
余
も
持
ち
こ
た
え

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
兵
力
激
減
し
た
平
賀

一
党
相
手

に
、
簡
単
に
落
城
し

た
と
は
思
え
な
い
。
日
黒
秋
光

の
来
援
情
報
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ

悠

々
と
城
を
出
る
理
興
軍

に
平
賀

一
党
は
手
も
足
も
出
な
か

っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
推
理
で
き
る
ふ
し
が
あ
る
。

三
、
平
賀
隆
宗
は
死
亡
し
た
と
は
い
え
、　
一
党
を
以

て
六
年
間
も
抵
抗
し
た
神
辺

城
を
攻
略
し
て
尼
子
方
の
備
南
拠
点
を
粉
砕
し
、
大
内
方

の
備
中
進
出

に
も

道
を
開

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
抜
群

の
功
績

に
対
し
て
大
内
氏
は
恩
賞
を
約
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束

し
た
よ
う
に
思
え
る
。
神
辺
城

の
管
理
権
は
確
か
に
平
賀
家

に
与

え
た
。

が
、
そ
の
代
り
に

（？
）
隆
宗

の
実
弟
、
新
九
郎

に
家
督
を
許
さ
ず
、
義
隆

の
寵
臣
で
平
賀
氏
と
は
血
縁

の
な
い
小
早
川
隆
保
を
養
子
と
し
て
送
り
込
ん

だ
…
。
こ
れ
は
不
思
議
な
事
で
あ
る
。
こ
れ
が
功
績

に
対
す
る
恩
賞
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
か
？
当
主
が
死
し
て
跡
継
ぎ
が
な
け
れ
ば
と
も
か
く
と
し
て
、

立
派

に
成
人
し
て
兄
と
共

に
神
辺
城
を
攻
め
た
実
弟

の
新
九
郎
を
差
し
置

い

て
の
養
子
相
続
と
は
…
…
。
祖
父
弘
保
を
始
め

一
族
は
血
統

の
断
絶

に
騒
然

と
な

っ
た
事
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
大
内
氏
に
反
論

は
出
来

な
か

っ
た
…
…
。

そ
れ
は
こ
の
戦

い
が
正
常

の
セ
オ
リ
ー
の
勝
利

で
は
な
く
大
内
氏
の
心
証
を

著
し
く
害

し
た
、
と
推
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

私

は
隆
宗
が
重
傷
を
隠
し
て
勝
利
宣
言
を
行

い
、
旬
日
の
内

に
死
亡
し
た
、

と
考
え
る
。
必
ず
し
も
系
図
や
家
譜
が
正
し
い
と
は
い
え
ぬ
。
こ
れ
も
又
史

家

の
実
証
す
る
所

で
あ
る
。

大
内
氏
は
こ
の
重
要
な
戦

い
で
博
突

の
ご
と
き
方
法
を
用

い
た
平
賀

一
党

の

軽
率
さ
を
嫌

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
万

一
逆

の
結
果

に
な

っ
た
場

合

の
大
内
方

の
ダ

メ
ー
ジ
の
大
き
さ
を
考
え
れ
ば
分
か
る
。
そ
れ
に
大
内
氏

は
都
風
の
形
式
好
み
で
、
後
年
、
武
断
派

の
陶
隆
房
等

の
反
感
を
得

て
亡
ん

だ
様

に
、
勝

つ
た
め
に
は
手
段
を
選
ば

ぬ
、
と
い
う
戦
国
武
士

の
心
情
は
理

解

で
き
な
か

っ
た
と
思
う

の
で
あ
る
。

ま
だ
ま
だ
論
点
は
沢
山
あ
る
が
、
こ
こ
は

一
応

こ
れ
で
停
め
て
、
私
が
現
代

の
定

説
に
つ
い
て
以
上
の
疑
間
を
持
つ
に
到
っ
た
。
墓
所
の
所
で
ま
た
改
め
て
述
べ
て
み

た
い
。

と
に
か
く
、
平
賀
隆
宗
は

一
族
の
期
待
を
集
め
な
が
ら
、
そ
の
意
に
反
し
た
形
で

神
辺
陣
中
に
二
六
歳
の
若
き
命
を
散
ら
し
た
の
で
あ

っ
た
。

『
平
賀
家
譜
』
に
は
隆

宗
の
死
亡
の
真
相
を
勝
利
に
結
び
付
け
て
公
表
で
き
な
い
無
念
の
涙
が
隠
さ
れ
て
い

る
、
と
私
は
思
う
の
で
あ
る
。

◎
頭
崎
城
跡

東
広
島
市
高
屋
町
、
安
芸
の
国
分
寺
跡
が
残
り
、
ま
た
、
国
府
の
跡
の
推
定
さ
れ

る
西
条
盆
地
の
北
東
部

一
帯
が
、
そ
の
平
賀
氏

一
族
の
本
貫
の
地
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
高
屋
町
の
北
部
、
河
内
町
と
の
境
近
く
山
な
み
の
続
く
中
の
最
峻
峰

（
五
〇
四

ｍ
）
頭
崎
山
が
そ
の
城
跡
で
あ
っ
た
。

眺
望
良
好
で
、
高
屋
町
全
域
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く
西
条
盆
地
全
般
、
竹
原
方
面
も

見
渡
せ
る
。
現
在
は
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
、
三
の
丸
ま
で
車
で
登
る
こ
と
も
で

き
る
。

頂
上
は
逆
台
形
で
、
広
い
甲
の
丸
、
帯
曲
輪
を
間
に
南
に
下

っ
て
南
北
に
長
い
二

の
丸
、
南
東
に
十
数

ｍ
下

っ
て
頭
崎
神
社
を
杷

っ
た
三
の
丸
、
こ
の
社
は
大
永
五
年

（
一
五
二
五
）
大
内
軍
と
戦

っ
て
勝
利
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
招
請
し
た
、
と
の
事

で
あ
る
。
た
ぶ
ん
先
祖
の
藤
原
氏
の
守
護
神
、
春
日
神
で
は
な
か
ろ
う
か

（平
賀
氏

に
は
源
義
光
の
系
統
で
、
小
早
川
氏
の
事
実
上
の
先
祖

・
信
濃
平
賀
氏
も
あ
る
が
、

高
屋
平
賀
氏
は
藤
原
氏
と
の
事
で
あ
る
）
。

三
の
丸
か
ら
南
に

一
段
上
っ
て
太
鼓
丸
、
三
の
丸
か
ら
今
度
は
西
南
に
下
っ
て
煙

硝
場
が
あ
る
。
そ
の
付
近

一
帯
は
大
巌
壁
が
形
良
く
露
出
し
て
い
て
、
古
代
の
祭
杷
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場

「
巌
座

」
を
思
わ
せ
、

エ
ン
シ
ョ
ウ
場
は
築
城
以
前
か
ら
あ

っ
た
山
岳
信
仰

に
関

係
す
る

「
禅
定

」
場

の
転
化
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
辺
り
は
そ
の
様

な
雰
因
気
が

あ
る
。
ま
た
、
郭

の
中
央

に
累
々
と
重
な

っ
た
岩
石
に
明
治
神
宮
が
杷
ら
れ
て
い
た

が
、
こ
れ
は
近
代

の
事

で
あ

っ
て
、
音

の
神
は
枯
却
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
城
は
湧
水
豊
富
で
井
戸

の
必
要
は
な
い
と
の
こ
と

で
あ

っ
た
。

さ
て
、
資
料
に
よ
る
と
、
頭
崎
城
は
大
永
三
年

（
一
五
二
三
）
頃
、
第

一
五
代
平

賀
弘
保
が
主
城
と
し
て
築

い
た
が
、
当
時
、
尼
子
幕
下

に
あ

っ
た
の
で
前
述

の
知
く

大
内
氏

の
攻
撃
を
受
け
た
、
と
の
事
で
あ
る
。
弘
保
は
そ
の
後

こ
の
城

に
長
男
の
興

貞
を
置

い
た
が
、
大
内
、
尼
子
と
揺
れ
動
く
乱
世

の
中

で
、
自
山
城

に
残

っ
た
弘
保

と
の
間

に

「
御
父
子
御
取
合

」
と
呼
ば
れ
た
、
骨
月

の
戦

い
五
年
間

の
後
、
天
文
九

年

（
一
五
四
〇
）

に
至

っ
て
、
興
貞
が
出
家
し
て
竹
林
寺

に
隠
棲
し
、
興
貞
の
長
男

隆
宗
を
城
主

に
立

て
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
隆
宗
が
前
述

の
様

に
、
天
文

一
八

年

（
一
五
四
九
）
、
神
辺
陣
中

に
死
去

し
、
大
内
義
隆
の
意
向

で
小
早
川
隆
保
が
養

子
と
し
て
入
城
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
天
文

二
〇
年

（
一
五
五

一
）
　

陶
隆
房

の
謀
反

に
よ

っ
て
大
内
義
隆

が
自
殺
す
る
と
、
さ

っ
そ
く
陶
派

の
毛
利
氏
に
攻
め
ら
れ
、
平
賀
弘
保

の
頭
崎
城
は

初
め
て
落
城
し
た
の
で
あ

っ
た
。

．同
城

は
南
を
正
面
と
し
、
東
西
と
も
堅
固
だ
が
、
西
北

は
緩

や
か
な
鞍
部
を
隔

て

て
大
将
陣
と
呼
ば
れ
る
ピ
ー
ク
が
あ
る
。
天
文

二
〇
年

（
一
五
五

一
）

の
戦

い
の
毛

利
元
就

の
陣
所
と
の
伝
承
が
あ
る
と
の
事
だ
が
、
こ
の
辺
り
が
同
城

の
弱
点
と
私

に

も
思
わ
れ
る
の
で
あ

っ
た
。

さ
て
、
そ
の
後

は
め
で
た
く
隆
宗

の
弟

の
新
九
郎
が
継

い
で
、
毛
利
氏
の
幕
下
に

入
り
、
以
後

こ
の
城
で
の
戦

い
は
途
絶
え
た
の
で
あ
る
。

「
人
間
万
事
賽
翁
が
馬

」
の
格
言
を
地
で
体
験
し
た
祖
父
弘
保
は
永
禄
元
年

（
一

五
五
八
）
、
八
四
歳
で
没
し
た
そ
う
だ
が
、
満
足
し
た
事
で
あ
ろ
う
。
ま
る
で
内
証

の
た
め
の
築
城

の
様
で
も
あ
る
が
…
。

◎
御
園
宇
城
跡

頭
崎
城
跡

の
西
南
約
三
』
、
高
屋
堀
に
そ
の
城
跡
は
あ
る
。

北
か
ら
張
り
出
し
た
低
丘
陵
を
切
断
し
、
南
端

に
東
西
約

一
〇
〇

ｍ
、
幅

二
〇

ｍ

前
後

の
第

一
郭
、　
一
段
上

っ
て
約
六
〇

ｍ
ぐ
ら

い
、
ほ
ぼ
方
形
の
中
心
部
、
そ
れ
を

馬
蹄
形

に
高
さ
四
―
五

ｍ
ぐ
ら

い
の
土
塁
で
囲
み
、
土
塁
の
上
幅
も
五
―

一
五

ｍ
ぐ

ら
い
の
長
大
な
郭
と
し
た
珍
し
い
構
造
で
あ
る
。
土
塁

の
北
、
堀
切

に
面
し
た
菱
形

の
郭
も
あ
る
ら
し
い
。
比
高
は
二
〇

ｍ
ぐ
ら

い
で
あ
る
。

こ
の
特
異
な
構
造

の
故
か

早
く
か
ら
有
名
な
城
跡

で
、
私
な
ど
も
平
賀
氏

の
事
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
の
に
御

園
宇
城

の
名
称
だ
け
は
知

っ
て
い
て
、
見
学
し
た
い
と
常
々
思

っ
て
い
た
の
で
あ

っ

た
。諸

書

の
説
明

の
中

に
は
、
鎌
倉
時
代

の
典
型
的
城
跡
と
い
う
向
き
も
あ
る
が
、
私

の
見
学

の
感
想
を
独
断
で
い
え
ば
、
こ
の
辺
り
の
鎌
倉
期

の
城
跡
は
丘

の
末
尾
を
切

断
し
て
削
平
し
た
単
純
な
構
造
が
大
部
分
な
の
に
、
当
城

は
防
備
を
十
分

に
考
慮
し
、

相
当

の
兵
力
が
籠
る
こ
と
を
前
提

に
し
た
縄
張
り
で
、
戦

い
の
経
験
を
積
ん
だ
、
南

北
朝
頃

の
築
城
か
、
ま
た
は
そ
の
頃

の
遺
構

に
大
改
修
を
加
え
た
も
の
と
考
え
る
。

果

た
し
て
、
室
町
期

の
初
め
応
永

の
乱

（
一
三
九
九
年
、
大
内
義
弘
が
堺
で
挙
兵
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し
敗
死
）
の
後
、
安
芸
守
護
の
交
替
を
巡
る
戦
い
で
、
当
城
に
拠
る
、
第

一
〇
代
平

賃
弘
章
は
反
守
護
の
大
内
盛
見
に
味
方
し
、
応
永

一
〇
年

（
一
四
〇
三
年
）
か
ら
二

箇
年
も
の
激
戦

・
籠
城
に
耐
え
た
と
の
事
で
あ
る
。
見
掛
け
に
よ
ら
ぬ
堅
城
な
の
で

あ
っ
て
、
以
後
、
文
亀
三
年

（
一
五
〇
五
）
第

一
五
代
弘
保
が
、
白
市
に
自
由
城
を

築
く
ま
で
百
年
余
に
渡
る
平
賀
氏
の
拠
点
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

◎
伝
平
賀
氏
墓
地

御
畷
宇
城
の
北
西

一
〇
〇

機
、
平
賀
氏
初
期
の
居
館
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
、

明
道
寺
跡
と
い
う
所
に
数
十
基
の
五
輸
塔
や
宝
籐
印
堪
が
整
然
と
並
ぶ
様
子
は
見
事

で
あ
っ
て
、
平
賀
氏
の
歴
史
と
由
緒
を
物
語
る
も
の
で
も
あ
る
。

そ
の
西
端
近
く

一
際
大
き
く
立
派
な
宝
鐘
印
塔
は
「
天
巌

」
と
絵
刻
し
て
あ
っ
て
、

前
述
の
隆
宗
の
墓
と
の
事
で
あ
る
。
そ
の
南
の
や
や
小
振
り
の
宝
鐘
印
塔
は
「
員
岳
」

と
陰
刻
が
あ

っ
て
、
隆
宗
の
祖
父
弘
保
の
墓
と
の
事
。

隆
宗
よ
り
九
年
後
の
死
去
で
、
自
由
城
及
び
頭
崎
城
を
築
き
、
時
代
を
的
確
に
読

み
取

っ
て
、
大
内
、
毛
利
路
線
を
揺
る
が
ず
、
当
主
の
新
九
郎
を
盛
り
立
て
て
平
賀

氏
全
盛
に
つ
く
し
た
弘
保
の
墓
が
前
代
よ
り
立
派
な
事
は
頷
け
る
。

し
か
し
、
弘
保
よ
り
九
年
前
、
神
透
陣
に
死
去
し
た
血
統
交
替
の
元
と
な
っ
た
孫

の
隆
宗
の
墓
が
さ
ら
に
立
派
で
、
伏
鉢
等
の
形
か
ら
建
立
年
代
も
新
し
い
事
が
何
と

も
不
思
議
で
、
眺
め
る
う
ち
、
現
代
の
史
書
が
無
視
す
る

『
陰
徳
太
平
記
』
等
の
記

述
は
相
当
の
真
実
を
持

つ
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
間
が
沸
い
て
来
た
。
そ
れ
が
前

段
で
提
起
し
た
論
点
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
最
後
に
墓
石
に
つ
い
て
私
の
仮
説
を
記
し
て
み
た
い
。

本
来
な
ら
血
統
の
交
替
に
な
っ
た
平
賀
隆
宗
の
神
遊
陣
中
の
死
、　
一
族
の
期
待
と

伝
統
を
裏
切
る
結
果
と
な
っ
た
事
態
と
、
大
内
氏
や
養
子
隆
保

へ
の
遠
慮
か
ら
墓
は

小
さ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
間
も
な
く
偶
然
と
も
い
え
る
大
内
氏
の
没
落
と
毛
利

氏
の
決
断
に
助
け
ら
れ
て
、
血
統
は
回
復
さ
れ
た
。
や
が
て
祖
父
弘
保
が
死
去
し
、

十
数
年
後
、
毛
利
元
就
も
ま
た
こ
の
世
を
去

っ
た
。

隆
宗
死
し
て
二
十
余
年
、
当
時
を
知
る
者
も
少
な
く
な
っ
た
。
毛
利
氏
の
中
国
制

覇
は
着
々
と
進
み
、
平
賛
氏
も
ま
た
全
盛
を
迎
え
る
と
、　
一
転
し
て
神
透
城
攻
略
の

意
義
が
再
評
価
さ
れ
て
き
た
。
天
文
二
〇
年

（
一
五
五

一
）
の
志
川
滝
曲
城
に
お
け

る
毛
利
氏
の
勝
利
も
、
こ
れ
な
く
し
て
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

武
海
の
若
き
頭
領
隆
宗
が
畿
ら
の
命
を
か
け
て
、
戦
線
膠
着
の
打
開
を
計

っ
た
弓

矢
の
対
決
が
、
武
勇
の
物
藉
う
と
し
て
正
答
の
評
価
を
受
け
る
時
代
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。　
一
族
は
隆
宗
を
誇
り
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
毛
利
氏
も
ま
た
異
論
は
挟
ま
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
立
派
な
墓
に
建
替
え
さ
れ
て
も
不
思
議
な
事
で
は
な
い
、
墓
石
の

様
式
が
新
し
い
こ
と
も
ま
た
当
然
の
事
な
の
で
あ
る
。

（注
）
参
考
資
料
は
『
広
島
県
の
主
要
城
跡
』
芸
備
友
の
会
編
記
述
及
び
バ
ス
例
会

見
学
資
料

一
九
九
露
年
六
月
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